
（様式－１ 表紙） 

 

 

  １ 調査名称：南大津通にかかる協議図面等作成業務委託 

 

 

 

 ２ 調査主体：名古屋市 

 

 

 ３ 調査圏域：名古屋市中区 

 

 

 ４ 調査期間：平成 29 年度 

 

 

 ５ 調査概要：    

本市では、豊かな道路空間を人が主役の空間へと再配分することで、”みち”

をかえて”まち”を変えていく「みちまちづくり」を具体化するための計画（な

ごや交通まちづくりプラン）を平成２６年９月に策定した。 
この「みちまちづくり」の実現に向けて、都心部の一部の幹線道路を、道路

空間の再配分による歩行者空間の拡大等により賑わいを創出する「賑わい交流

軸」と位置づけた。本業務では賑わい交流軸である南大津通を対象として、歩

行者空間の拡大や利活用等について検討を行ううえで、地元関係者等との協議

で必要となる図面等を作成する。 

 

  



（様式－２ａ 調査概要） 

 

Ⅰ 調査概要 

 

 １ 調査名称：南大津通にかかる協議図面等作成業務委託 

 

 

 

 ２ 報告書目次 

 

１．はじめに 

２．歩道拡幅後の図面 

３．歩道拡幅後の利活用 

 

 

  



                                                      （様式－２ｂ 調査概要） 

 

 ３ 調査体制：本調査は委員会、幹事会、事務局等の設置なし 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ４ 委員会名簿等：該当なし 

 

  



（様式－３ａ 調査成果） 

 

Ⅱ 調査成果 

 

 １ 調査目的 

本市では、豊かな道路空間を人が主役の空間へと再配分することで、”みち”

をかえて”まち”を変えていく「みちまちづくり」を具体化するための計画（な

ごや交通まちづくりプラン）を平成２６年９月に策定した。 
この「みちまちづくり」の実現に向けて、都心部の一部の幹線道路を、道路

空間の再配分による歩行者空間の拡大等により賑わいを創出する「賑わい交流

軸」と位置づけた。本業務では賑わい交流軸である南大津通を対象として、歩

行者空間の拡大や利活用等について検討を行ううえで、地元関係者等との協議

で必要となる図面等を作成する。 

 

 

 ２ 調査フロー 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コンセプト等の整理 

・現状把握 

・コンセプト、検討事項等

の整理 

◆協議用図面等の作成

歩道拡幅後の図面を作成 

・全体平面図 

・各地点の平面図 

・各地点の断面図 

歩道拡幅後の利活用図面を

作成 



 ３ 調査圏域図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



（様式－３ｂ 調査成果） 

 ４ 調査成果 

（１）調査目的 

平成２６年９月に策定した「なごや交通まちづくりプラン」において、幹線道路

の一部を、歩行者空間の拡大等を実施し、賑わいや憩いの空間を創出する「賑わい

交流軸」に位置づけている。本業務は南大津通の歩道拡幅等について検討を行うう

えで、地元関係者等との協議で必要となる図面等を作成する。 

 

（２）はじめに 

 どのような道路空間にしていくかを検討するために、まずは南大津通の現状を把

握し、関係機関等との協議結果を踏まえたコンセプトや、歩道拡幅等を検討するうえ

で検討すべき事項についても整理する。 

 ①経緯 

名古屋市では、平成 26 年 9 月に策定した「なごや交通まちづくりプラン」にお

いて、南大津通を含む幹線道路の一部を、歩行者空間の拡大等を実施し、賑わいや

憩いの空間を創出する「賑わい交流軸」に位置づけた。    
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 対象路線 
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②現状把握 

南大津通は大型商業施設をはじめ様々な店舗が立ち並び、多くの買い物客でに

ぎわっている。平成 27 年度全国道路・街路交通情報調査によると、南大津通の自

動車は 22,038 台、自転車は 2,636 台、歩行者は 32,415 人であり、特に歩行者が

多い。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 現状 



③コンセプト 

南大津通の現状と関係機関等との協議を踏まえ、南大津通が目指す姿をコンセ

プトとしてとりまとめた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 コンセプト 



④歩道の拡幅手法 

地域からの提案などを踏まえて右折帯の撤去及び停車帯の活用により歩行者空間

を拡大する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図 拡幅手法 



⑤検討事項 

 歩道拡幅を検討するうえで課題となり得る項目について整理した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 検討事項 



（３）歩道拡幅後の図面 

南大津通において歩行者空間を拡大した後の道路空間を示した概略検討図を地元

関係者等との協議用に作成した。 

  

  図 断面図 



（４）歩道拡幅後の利活用 
 歩道を拡幅したことで広がった空間の利活用手法について、海外も含めた他都市事

例を収集し、南大津通における利活用のイメージ図を地元関係者等との協議用に作成

した。  

図 利活用（例） 


